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登録リスト（該当：147件）
  ≪  1  2  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 上田・4月の雪2019/04/10]	上田・4月の雪2019/04/10	2019/04/10午後3時の記録。
これはめずらしい。上田はもともと冬でも降雪は少ないのですが。何と4月に雪が降りました。2024年に画像を見て、この記録を発見しました。寒冷地でもある上田では4月の降雪は稀にあります。	2024-02-21
	2	[image: 上田城千本桜まつりポスター2019/04/07]	上田城千本桜まつりポスター2019/04/07	2019/04/07の記録。
JR上田駅前に毎春恒例のイベント「上田城千本桜まつり」(4/6→21)のポスターが貼られていました。その年どんなポスターだったかも今となっては簡単にふり返れません。この年のポスター、貴重な記録です。大型の広告幕も。この年は上越高田の「第94回観桜会」と観光広報もコラボしていたようです。上田市と上越市が姉妹都市とは。2024年の今になって気づきました。

毎年の千本桜まつり、今年も楽しみです。	2024-02-21
	3	[image: 上田市のハンドホール]	上田市のハンドホール	前回は上田市のマンホールでもツツジと六文銭が描かれたものを見つけました。
今回見つけたのは…上田市章のマークが入ったハンドホールです！

現在の上田市章は、全国からの応募によって決められたものです。現在の「上田市」は統合によって1つの市となっています。そのため、統合時に市章を募集したようです。
その結果、写真(少し見にくいのはすみません…)のようなマークになりました。
上田市章は四葉のクローバーと桜、六文銭が組み合わさったマークになっています。
デザインコンセプトは「背景の四つ葉のクローバーは、旧4市町村の調和した統合を、桜の花は元気で前向きに歩む上田市民の姿を、中央の花心はアレンジされた真田六文銭をイメージし、全体で新生上田市の自然と活気あふれる未来への発展を表現しています」とのこ	2024-02-16
	4	[image: 沓掛酒造　蔵見学　PART3]	沓掛酒造　蔵見学　PART3	こちらは沓掛酒造の「互」シリーズです！！互いに酒を酌み交わすという意味で互と書いて「ご」と読みます。面白いのがそのシリーズの名前で、先発、中継ぎ、抑え、隠し玉、夏の青春など、野球に関連した名前になっています。
その中でも「先発はストレート勝負ピッチャーで、体力あるんだよ」言っていたのが面白かったです＾＾	2024-02-13
	5	[image: プロジェクト研究(長野大学前川ゼミ)2023アウトカム]	プロジェクト研究(長野大学前川ゼミ)2023アウトカム	長野大学企業情報学部前川ゼミ／プロジェクト研究2023成果報告

▼前川ゼミ2023成果報告 60分
ゼミメンバーの各自が成果を報告しています。（発表順は以下の順と同じ）


▼前川ゼミ・ポートフォリオ（マイサイト）
〔地域デジタルアーカイブ〕
【1】竹中丈二(4年)　地域史料のデジタルアーカイブとその活用
【2】久保山遥(4年)　デジタルアーカイブ化と社員日誌
【3】石平飛揚(3年)　紙資料のデジタルアーカイブ化
〔地域づくり支援〕
【4】福田晴紀(4年)　メディアの活用と地域づくり
【5】春原百々羽(3年)　地元上塩尻の文化の	2024-02-05
	6	[image: 蚕都上田　常田館製糸所　蚕保管場所]	蚕都上田　常田館製糸所　蚕保管場所	この蚕保管場所は4階の建物に見えるが実際は5階立てだという。中は風通しを良くする面から窓が特徴的だったり、床に秘密が隠されたりしているそうだ。今回の訪問時は見学できなかったが春以降、見学ができるようになったらまた視察にきたい。現在の建築物で木造5階建ての建物は珍しいという。とても大きく迫力のある建物だった。	2024-02-01
	7	[image: 寺下]	寺下	寺下駅の名前の由来は、その名の通り「寺の下」にあるからである。所在地の字名「寺下」は当駅は開業（大正10年6月）後に称されるようになったものである。
駅名の由来となった背後のお寺は、「超誓寺」といい、永禄11年建立。阿弥陀如来を本尊としている。
隣の神畑駅とともに神畑地区に所在する。
春になると、駅の周辺は桜でいっぱいになる。寺下駅の桜は枝垂桜。夜はライトアップもされていて非常にきれいな夜桜を楽しむことができる。別所線に乗っている際に車窓から見える桜もとても美しい。ぜひ春には寺下駅へ行ってみてほしい。	2024-01-29
	8	[image: 上田城]	上田城	上田城跡公園は、上田駅から徒歩12分で行くことができる。

上田城は1583年に真田昌幸によって築かれた平城で、上田盆地の中央に位置している。
堀と土塁で囲まれ、出入口に石垣が使われている簡素な城であるが、第一次、第二次上田合戦で徳川の大軍を撃退し、天下にその名が知られる有名な城となった。

春は桜が咲いており、とても綺麗で上田城の見どころのひとつである。
四季によってさまざまな上田城の姿を見ることができる。

上田城　桜	2024-01-28
	9	[image: 前山寺]	前山寺	　今回は、合戦から離れて前山寺。室町時代に建立されたとされる由緒あるお寺。宗派は新義真言宗で、大日如来を本尊としている。
　花の寺とも呼ばれていて、広い庭にはたくさんの木が植えられていた。自分が行ったのは冬だったから、花どころか葉っぱさえなかったが、春に行けばとてもきれいだろう。クルミのおはぎを食べることもできるようだが、これもまた時期が合わず、食べられなかった。
　次に行くのは、おはぎが食べられて、花も咲いているであろう春。皆さんもぜひ行ってみてほしい。アクセスは、徒歩だとだいぶきついと思うので、バスか車がある人は車が良いだろう。
　	2024-01-25
	10	[image: 上田城]	上田城	真田真田昌幸によって築城された上田城は、徳川軍を二度にわたり撃退した難攻不落の城である。
上田城は自然が多い場所で、夏は避暑地となっていた。
また頂上から見る景色は、上田を見渡すことが出来絶景スポットとなっている。
春は上田城千本桜まつり・秋には上田城紅葉まつりが行われ、多くの人々が訪れ賑わいを見せる。
2009年に公開された映画「サマーウォーズ」では、ヒロインの実家、陣内家お屋敷の門として登場することで話題となった。多くのファンが訪れるスポットである。	2024-01-25
	11	[image: 上田市千本桜まつり]	上田市千本桜まつり	第20回（2023年）の桜まつりの画像です。
上田城は天正11年（1583）真田昌幸によって築城され、天正13年（1585）第一次上田合戦・慶長5年（1600）第二次上田合戦の二度にわたり徳川の大軍を退けたことで知られています。廃城後は公園となり、現在に至っています。春には約1000本の桜が咲き誇る桜の名所です。
城として使われなくなっても、現在まで、市民の憩いの場として残っていることがすごいと感じました。	2024-01-23
	12	[image: 上田城紅葉祭り]	上田城紅葉祭り	上田城を彩る美しい紅葉と屋台などのグルメを楽しんだ。
春の桜とは違う顔を見ることができる。
上田城に行き、季節を感じることが出来た。
夜にはライトアップもされ、観光地として、にぎわっていた。	2024-01-23
	13	[image: 上田城　二の丸橋　線路]	上田城　二の丸橋　線路	上田城にある二の丸橋の下はかつて線路が通っていたそうです。

電車が通っていれば、上田城の美しい自然の景色を見ることができるためとても楽しそうだと感じました。

ぜひ今でも電車が通っていて欲しかったなと思う限りです。

上田城は春には桜が綺麗なので電車の中から見てみたかったです。

二の丸橋は今でも趣がありました、	2024-01-22
	14	[image: 千本桜祭り]	千本桜祭り	上田城跡公園で行われる千本桜祭りに行った。
天正11年、真田昌幸により築城された上田城。春には1000本の桜が咲き誇る桜の名所だ。
桜が満開に咲き誇り、春と上田城を同時に楽しめる場所だ。桜の多さに圧巻される。屋台も多く並び、とても賑わっていた。四季のある日本を楽しめるイベントだ。	2024-01-09
	15	[image: 日本遺産 長福寺銅像菩薩立像]	日本遺産 長福寺銅像菩薩立像	日本遺産シリーズの講義で長福寺銅像菩薩立像を訪れた。
⻑福寺銅造菩薩⽴像は、⻑福寺「信州夢殿」の本尊。 アルカイックスマイルを特徴とする、像⾼36.7cmの⼩ ⾦銅仏で、７世紀後半の⽩鳳時代の作品と考えられる。 もとは上⾼井郡⼩布施町の旧家に伝わるものだっ たが、昭和13年（1938）に⻑福寺に移された。境内には、平和を願うなかよし地蔵や生まれてこれなかった子どもを供養する水子神社などもあった。長福寺はすごく広々としていて、庭園もきれいだった。今の時期は、植物が枯れていたが春になればきれいな姿が見れるのではないかと感じた。実際に菩薩立像を見ることができず残念だった。	2024-01-09
	16	[image: 長野大学前にあったセブンイレブン2005年前後]	長野大学前にあったセブンイレブン2005年前後	長野大学の前にセブンイレブンがありました。
＜写真・上から順に＞
①2005/04/27の記録
②2005/05/18の記録
③2005/12/15の記録
④2006/03/29の記録
たまたま私のデジカメ画像に記録されていたものです。大学からは地の利がよく大変重宝しましたが、閉店となってから久しくなります。現在はカーショップに代わっています。

別所線大学前駅周辺、長野大学周辺にはコンビニが数店あり、栄枯盛衰を繰り返しています。セブンイレブン、ファミマ、ローソンなどコンビニ業界の競合も激しいことに加え、大学は夏休み、春休みなどの期間が長く、コンビニを営業するには売り上げが少ない期間が長く続くことも大学前立地のハンディになったのではないでしょうか。

私が当時書いた記事があるのでご紹介します。
★	2023-12-24
	17	[image: 上田市の観光対策]	上田市の観光対策	上田市には上田城があり、春には上田城千本桜まつりが開催されます。ご当地グルメや特産品も販売され飲食スペースで味わったり持ち帰ったりできます。	2023-12-14
	18	[image: 春蚕の結果について(西塩田時報第2号大正12年9月1日2頁)]	春蚕の結果について(西塩田時報第2号大正12年9月1日2頁)	大正12年の春蚕について記述されている。
上田が蚕都と呼ばれるのは当時から考えることを辞めなかったからなのだということが分かる。ただ春蚕の技術が上がったから成功したと考えず他の要因についても考えていることは他のことにも言えるだろう。成功してもなぜ成功したのかを考察することが全体のレベルアップの秘訣なのだと知らされる。

▼この記事は以下から参照できます
＃『西塩田時報』第2号大正(12年9月1日)2頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0006.jpg	2023-12-11
	19	[image: 『西塩田時報Vol.1』(戦前編1923～1943年)]	『西塩田時報Vol.1』(戦前編1923～1943年)	1.	地域の組織やクラブなどが、支部や施設の改修が完了したことを公に知らせるために催しを行っているようです。
2.	事務所で春季の行事や催し物を行うことを意味している可能性があります。
3.	組織の指導者や管理者のポジション（支部長や副支部長）と、産業統計に関連する活動が行われていることが示唆されています。
4.	組織のメンバーが新しいリーダーシップやポジションに選ばれるプロセス。
5.	複数の組織や部門からのメンバーが一堂に会して合同で役員会を開いていることを示唆しています。
6.	新年を祝うためのイベントやパーティー。
7.	高齢者を敬愛し感謝する日。日本では9月の第3月曜日が敬老の日とされています。
8.	 青年団や青年会の活動に関連するものと思われます。
9.	寄付や寄贈を受けたことを報告している箇所。
10.	収支	2023-12-07
	20	[image: 上田のシンボル　上田城]	上田のシンボル　上田城	上田城は真田昌幸が1583年に築城を開始した城である。関ヶ原の戦いで、真田昌幸が敗れたことにより天守は解体されたが、石垣や櫓は今でも現存している。また、明治時代初頭には陸軍の分営が置かれたが、その後払い下げられた。何度も戦いの拠点となり、時代によって様々な利用をしてきた上田城だが、現在では観光地と上田の歴史資料として利用されている。春の桜は見どころで、満開の季節には全国から多くの観光客が訪れる。	2023-11-30
	21	[image: 「茅」ってなんだろう]	「茅」ってなんだろう	　ススキや葦（ヨシ＝アシ）、チガヤ、カリヤスなどのイネ科の植物を総称したものを茅と言うそうです。この茅は「茅場」と呼ばれる草原で、春に火を入れて野焼きをし、秋には刈り取りをする、そうした場所で育った茅を使って昔から茅葺き屋根を作っていたそう。東京都の茅場町や神奈川県の茅ヶ崎という地名は茅の名産地から付けられた地名だそう。長持ちするし、夏はエアコンいらずのエコな昔からの文化。私たちの時代に終わらせてしまうのはもったいない。	2023-11-27
	22	[image: 氷沢風穴]	氷沢風穴	今回は、別所温泉にある「別所氷沢風穴」に訪れた。
風穴は、春から秋まで蚕を飼育できるように蚕種を低い温度で保存し孵化を抑制させるといった機能を持つ。

実際に訪れてみると、山の中にあり非常に涼しい場所であった。階段から風穴に降りることができた。高さは３ｍ以上、広さは6畳程で、壁となる石と石の間には隙間が空いており、冷気が通っていた。
他にも、氷沢風穴の近くに小規模な風穴の跡が見つけられた。

訪れる際の移動手段には車をすすめる。別所温泉駅から距離がある上に、きつい斜面を登っていくことになるため、徒歩では心が折れる。	2023-11-26
	23	[image: 上田の風景]	上田の風景	長野大学の近くから撮った風景です。
上田市は山が多くて自然豊かな場所です。
春になると桜が、秋になると紅葉が楽しめます。
上田市は、自然に囲まれている魅力あふれる場所です。	2023-11-19
	24	[image: 田んぼに稲藁、秋の風景]	田んぼに稲藁、秋の風景	今年2023年は春から10月頃まで30℃台の暑い日々が続いたかと思うと、いきなり晩秋のような寒い日々に一転しました。これは10/24の朝の風景。収穫後の田んぼに稲藁が整然と並ぶいい風景！　機械化が進んだ田んぼに手作業でしつらえた稲藁がこのように並ぶ風景は全国的にもめずらしくなりました。22世紀に残したい風景です。

奥の方に奇岩「岩鼻」が見えますが、わかりますか？	2023-10-24
	25	[image: 上田城の春]	上田城の春	桜が綺麗でした。	2023-10-23
	26	[image: 常盤街の歴史　昭和４５年から昭和４９年まで]	常盤街の歴史　昭和４５年から昭和４９年まで	昭和４５年
１　　　自治会会則が一部変更し、監事２名を置く。
９　　　「これからの親と子のあり方」の講習会を開く。
　　　　講師は上田三中校長黒坂周平氏。
１０　　　西小･三中PTA支部廃品回収を実施、収益金２０,８８４円
１１　　　新上田橋が完成する。
昭和４６年
９　　　　敬老会を市老人福祉センターで開く。米寿会員３３人出席。
１０　　　常盤町簡易郵便局が開局する。
１０　　　上田市交通安全協会鎌原支会の分会として常盤町分会が設立される。
１０　　　自治会館南側の道路を日曜広場として利用し始める。
１２　　　町婦人部主催で金子康夫さん撮影の８mm映画「常盤町の誕生より今日まで」の上映会を開く。
１２　　　団地南端の交差点（山寺さん宅前）へカーブミラーや「止れ」の交通標識が建つ。
１２　	2023-08-09
	27	[image: つくば市：00歳代人口が30%の区域がある]	つくば市：00歳代人口が30%の区域がある	少子高齢化、人口減少が全国的に深刻な状況の中にあって最も人口増加率の高い都市が茨城県つくば市です。

【全国の市】人口増加率ランキング
全国792市の人口増加率。2020年10月1日の国勢調査人口から2022年10月1日の推計人口までの人口増加率
第1位　つくば市　4.48%　2022年人口：252,4812020年人口：241,656

つくば市は筑波研究学園都市建設から約50年が経過し、都市の再開発が進んでいます。とりわけTX(つくばエクスプレス)の開業による変動は著しく「研究学園」地区が旧市街地に並ぶ新興中心部と化してきました。人口の偏りは区域別に見ないとその実態が見えません。

そこで、『e-stat』(総務省統計局)から「令和２年国勢調査　小地域集計　第3表　男女，年齢（5歳階級）別人口，平均年齢及び総年齢町丁・字等」を参	2023-05-22
	28	[image: 国宝～鑁阿寺～]	国宝～鑁阿寺～	鑁阿寺（ばんなじ）は、源姓足利氏二代目の足利義兼（あしかがよしかね）が、建久7年（1196年）に、邸内に持仏堂（じぶつどう）を建て、守り本尊として大日如来を祀ったのが始まり。
三代目の足利義氏（あしかがよしうじ）が堂塔伽藍を建立し、足利一門の氏寺とした。
 周囲に土塁と堀をめぐらした寺域はほぼ正方形で、約40,000平方メートルあり、鎌倉時代の武家屋敷の面影がある。
境内には国宝指定の本堂など貴重な建物が多く、大正11年には国の史跡に指定されている。
 春は桜、秋はいちょうの黄葉が素晴らしく、市民には『大日様』と呼ばれ親しまれている。	2023-05-11
	29	[image: 北向観音]	北向観音	信州別所温泉の厄除観音として知られる北向観音。

写真は2月の上田氷灯ろう夢まつりの際に撮ったもの。
冬の温泉街が氷灯ろうでライトアップされており、幻想的な空間が作り出されている。	2023-05-11
	30	[image: 善光寺仲見世通り]	善光寺仲見世通り	ご開帳の時期に撮った一枚。

昼間は善光寺門前仲見世通りの多くの店がオープンしており、観光客で賑わう。
写真は夜に撮ったもので、昼間とは違い提灯のやさしい光で照らされている。
善光寺本堂の少し外れたところには、「牛に引かれて善光寺参り」の由来になった牛の模型がある。名前は善子さん。	2023-05-11
	31	[image: おやきファームＢＹいろは堂]	おやきファームＢＹいろは堂	長野市篠ノ井にあるおやきを味わい尽くせる施設。

鬼無里に本店を構えるおやき屋さんの老舗いろは堂が手がけるカフェ、ショップ、工場見学が楽しめる融合施設。

焼きたてのおやきは10種類の中から選べて、ドリンクやスイーツも充実。
2022年の夏にオープンしたばかりで内装も木を基調としていておしゃれな空間。長野の郷土料理おやきの新たな可能性を感じた。	2023-05-11
	32	[image: 戸隠スキー場]	戸隠スキー場	ウインタースポーツをするのに最適なスキー場。

標高1,748ｍの山頂エリアからは、大迫力の戸隠連峰を真正面にとらえることができる。

写真は、2023年2月にスノーボードをしに行った時の
もの。前日に雪が降り、この日は快晴だったので絶好のスノボ日和だった。	2023-05-11
	33	[image: 於佐加（おさか）神社]	於佐加（おさか）神社	長野市を流れる犀川の南岸旧・丹波島宿の最西端に位置する神社。

丹波島宿は、善光寺街道の重要な宿場町で東西に約654ｍの距離がある。善光寺参りの最後の宿場であるため、参拝者や旅人たちが多く利用した。
「丹波島の渡し」の無事を祈ってこの於佐加神社に参拝した。
現在でも地元の住人が参拝している様子が見られた。

写真は於佐加神社の案内掲示板。小坂神社の外観（鳥居）。摂社。旧・丹波島宿の地図。旧・丹波島橋の一部。狛犬などである。

小学生の頃に公園代わりによく遊んだが、久しぶりに訪れたら、ブランコとジャングルジムといった遊具がなくなっていて驚いた。	2023-05-11
	34	[image: 臥竜公園で見た桜]	臥竜公園で見た桜	4月の初めに臥竜公園に桜を見に行きました。
まだ蕾が少しありましたが、今年最初の春を感じられました。
1枚目、2枚目は「シダレザクラ」
枝が垂れた桜で、風に揺れる様子は美しかったです。
３枚目は、「プリンセスミヤビ」
桜の色が濃く鮮やかでとても綺麗でした。	2023-04-27
	35	[image: 信州、新緑の装い]	信州、新緑の装い	4/21、所要で上田から岡谷へ。長和町を経由し和田峠を越えて諏訪地方へ。周囲の山々が新緑になり、めっきり春らしい装いにすがすがしさを感じました。

和田峠を挟んで長和町から岡谷市へ。信州の大自然、周辺に広がる山々の新緑が実に美しい。この季節に山越えできる幸運を感じました。
ちなみにここはかつての信州シルクロード。諏訪地方の生糸を和田峠を越え、上田小県を経由して横浜へ運ばれた、その幹線ルートです。

峠越えした先の岡谷市役所の梅も満開で彩りを添えています。諏訪湖畔の公園の新緑も徐々に色濃くなりつつあります。ちなみにこの公園の辺り、かつては製糸工場がひしめく、日本一の生糸生産地でした。そのようなことも思いつつ…。	2023-04-22
	36	[image: 黄砂の風景]	黄砂の風景	信州上田の早春の風景。3/18の午後、遠くがかすんでいます。黄砂の影響です。	2023-03-11
	37	[image: 別所線の顔・赤い橋に訪れた悲劇]	別所線の顔・赤い橋に訪れた悲劇	令和元年、史上最強と謳われた台風19号の被害により、別所線の顔とも言える赤い橋が倒壊、陥落してしまった。
その後の修繕、全線復興に至るまでには実に532日もの時間を要した。

画像は文春オンライン様より引用（https://bunshun.jp/articles/-/37179）	2023-02-08
	38	[image: 昔の地図を使った冒険]	昔の地図を使った冒険	今の自分の住んでいるアパートや通っているバイト先が昔はどんな姿だったのかと考えたことはあるだろうか？

そういったものをこのような絵図と見比べてみても面白いのではないだろうか？

自分のアパートは昔どういう役割を持っている建物だったのか？1つ前は八百屋だったのか？その前はだれの、どのような家だったのか？
そのようなことを考えながら、友達の家を巡ってみるのも、この春休みの良い暇つぶしになるのではないだろうか。


引用画像
信州デジタルコモンズ
上田城下町絵図
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/museum_history/03MP1400060001	2023-02-08
	39	[image: フクジュソウ]	フクジュソウ	2020年に最初に見つけたフクジュソウです	2023-02-05
	40	[image: フクジュソウ]	フクジュソウ	2022年最初に見つけたフクジュソウです。	2023-02-05
	41	[image: 太郎山神社（2）]	太郎山神社（2）	神社拝殿の登り口左側に、明治35年再建の入母屋瓦葺の二間四方板床の神楽殿があって、五月初めの春の例祭には東麓の山口の人たちによって、ここで太々神楽が奉納される。太々神楽というのは、神職が願主に代わって捧げる舞で、第二次大戦後は山口出生の男子を中心に、継承の責任を担っている。

https://jpsearch.go.jp/item/u001-UMS_001_251	2023-02-01
	42	[image: 林倭衛 (はやししずえ)]	林倭衛 (はやししずえ)	父は、倭衛が小学校在学中に製糸工場経営に失敗し、明治４０年の春、倭衛と弟を実家の小林家にに預けたまま夜逃げ同様に東京へと出てしまいました。実家は上田駅に近い北天神町通りで蚕種用の和紙などを商っていましたが、倭衛は友人たちから離れ孤独にさいなまれましたが、同じ頃に同じ北天神町に移り住んだ馬場衛まさるが、生涯の友となりました。約１年の後にようやく父母の下に引き取られはしたものの、何かにつけて旧士族出身にこだわって失敗を繰り返す父に対して、倭衛は激しく不信を覚え続け、やがて少年の孤独感は次第に不屈な自立心へと成長していくのでした。
　明治４３年には印刷会社の給仕となり月給を得るようになると、近くの水彩画研究所の夜間部に入り、明るく旺盛な好奇心のままに、生涯にわたる美術関係の友人を	2023-02-01
	43	[image: 一茶と大江丸]	一茶と大江丸	この集は一茶とともに、大伴大江丸の俳句もまとめられている。きっかけは大江丸と一茶が共に行脚し、互いに影響し合ってたことに起因する。
有名な「をらが春」も収録されている。	2023-01-31
	44	[image: 小林一茶　一茶一代]	小林一茶　一茶一代	小林一茶の詩や俳句がまとめられている資料である。
収録数は前編の発句が春、夏、秋の部がそれぞれ約1000、冬の部は約800、雑の部は22。俳諧歌は春の部62、夏の部30、秋の部54、冬の部28、雑の部59。文章は60。尺牘（手紙の類）は16。茶話は6。連句は春の部18、夏の部13、秋の部39、冬の部40、雑の部3。後編は発句が春の部120、夏の部95、秋の部101、冬の部49。連句は春の部3、秋の部５、冬の部２となっている。（信州デジタルコモンズより引用）
それぞれの編を春夏秋冬と編纂しているのがいかにもは俳諧師という感じがする。この集は一茶本人が出版したものではなく、一茶の息子である直樹が出版したもの。
読み物としてはほとんど古語で書かれているため、かなり難読で、アマゾンなどで現代語訳されたものが販売されているため、読んでみたいと	2023-01-31
	45	[image: プロジェクト研究(長野大学前川ゼミ)2022アウトカム]	プロジェクト研究(長野大学前川ゼミ)2022アウトカム	長野大学企業情報学部前川ゼミ／プロジェクト研究2022成果報告

▼前川ゼミ2022成果報告 47分
ゼミメンバーの各自が成果を報告しています。（発表順は以下の順と同じ）


▼前川ゼミ・ポートフォリオ（マイサイト）
【1】川口将太(4年)　企業のソーシャルメディアを用いたメディア戦略
【2】高山大和(4年)　持続的な地域活性化策～大洗モデル～
【3】林 亮太(4年)　「海外視聴者向けの日本国内旅行動画」その特徴と活用方法の調査
【4】中澤愛華(4年)　神川小学校における地域学習支援
【5】春原百々羽(2年)　蚕について地元の人が学ぶ理	2023-01-30
	46	[image: 野沢菜漬]	野沢菜漬	県内全域の郷土料理。寒さが厳しい長野県は、冬になると田畑から青ものはひとつもとれなくなるため、晩秋になると大量に保存用の漬物を仕込んだ。一石桶といわれる大きな桶で大量の野沢菜をつける。各地域や家庭によって漬け方は様々。そのまま食べたり、おにぎりやおやきの具材にも使われる。野沢菜には浅漬けと古漬けがあり、春先、発酵が進んで黄色く変色した古漬けは、酸味が強いが味わいがあり、油との相性がよく、炒めて食べたりもする。

[野沢菜漬 長野県 | うちの郷土料理：農林水産省](https://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/k_ryouri/search_menu/menu/nozawana_zuke_nagano.html)より引用	2023-01-28
	47	[image: 塩田平の魅力の発信]	塩田平の魅力の発信	塩田平のちにはため池が点在しており、塩田平の駅を降りるとため池が広がっています。もともとこの土地は塩田３万石といわれる上田藩の穀倉地帯だったのにも関わらず、恵みの雨が少ない地域でした。そのため、古くから人々にとってため池は、支えになっていたのです。そして、この塩田平には長い歴史があります。歴史があるということは、人が生きた物語があるということです。私は、こういったものを上田の地元の人はもちろん、観光客の方にも伝え発信していきたいと考えました。
こういった、地方の魅力を磨き上げ発信していくためには、まず若者の力は必要です。しかし、現在、地方の若者の人口は年々減少し、若者はみんな都心に流出していしまっています。その原因には、地方の地元の魅力をあまり理解できてなく、利便性だけが追	2023-01-23
	48	[image: elaboration探求まとめ]	elaboration探求まとめ	上田城と地元の松本城を比較し、松本城が地元の人から愛され誇られているのかを探求した。
前提として、天守閣の有無は割愛させてもらいこの探求テーマを考えた。
上田城と松本城の魅力の比較について主に２つ挙げる。
一つはイベントの豊富さである。
まず、松本城は春夏秋冬でイベントが設けられている。2022年に松本城で行われたイベントを調べていくと
春のイベントは「夜桜会」、「桜並木　光の回廊」をはじめとする5つ。
夏のイベントは「太鼓祭り」、「和服来場者入場無料事業」などの計３つ。
秋では「そば祭り」と「お城祭り」の２つ。
冬は、「冬囲い」、「氷彫フェスティバル」をはじめとする６つ。
四季折々のイベントが合計で16件も催されている。
県外の人だけでなく、地元の我々も訪れる機会が多くそのため、自信をも	2023-01-12
	49	[image: 上田elaboration]	上田elaboration	探求テーマ「上田のシンボルの普及+若年層に対するアプローチ」

私が上田探検隊や自らの目で見てきた上田の魅力は、歴史的な建造物に身近に触れられるという点である。しかしながら、それに気づいている人は限りなく少なく思える。そんな上田市と地元の松本市を比較した時に、松本も上田と似た魅力を持ち合わせている。だが、松本に住んでいると頻繁に歴史に触れたくなる。それはなぜなのか考えた時に、松本城という圧倒的なシンボルの魅力に隠されていると考えた。もちろん天守閣があり、存在感が凄まじいことは大前提として、それだけで、地元の人々が訪れているとは思えない。では、観光客だけでなく地元市民も頻繁に訪れる理由は何か。調べれば一瞬で訳が分かった。それは、多種多様な四季折々のイベントである。春は夜桜会、光	2022-12-21
	50	[image: test蚕糸試験場　蚕糸の森公園]	test蚕糸試験場　蚕糸の森公園	蚕糸試験場　蚕糸の森公園

子供時代に蚕糸試験場（東京杉並区）が近所にあり、
すでに廃墟となっていて不思議なところだと思っていました。


春蚕繭繰糸試験成績一覧表
藤本蚕業デジタル資料館
https://d-commons.net/fujimoto-index/?c=&p=11876

近代化と国際規格と日本の関係性、
国際規格の導入と変遷は絹糸が最初ではないか？

以前自動車業界にいて国際規格からSDGsに変遷していった過程から、
規格の重要性が正義や善につながっていて基本なるのは美学ではないか？と考えています。

naganuma	2022-12-17
	51	[image: 上田城]	上田城	真田幸村で有名な上田城。二度にわたる徳川軍を退けた難攻不落の城と呼ばれている。大河ドラマの「真田幸村」や「サマーウォーズ」のモデルとしても知られ、多くのファンから人気の観光スポットにもなっている。春に行ったときは桜が満開で川に移る姿や楽し気な屋台の列が印象的でした。奥に進むと結構大きな神社もあって素敵な場所でした。	2022-12-05
	52	[image: 春の上田城]	春の上田城	千本桜まつりの際の上田城です。
桜が綺麗にライトアップされ幻想的な光景です。	2022-12-05
	53	[image: 上田蚕種協業組合]	上田蚕種協業組合	養蚕が盛んだった上田盆地は、千曲川とその支流が作る扇状地や河岸段丘が発達し、桑の栽培適地であった。年間降水量が少ないことも蚕の飼育に適していたため、上田盆地は春蚕の産地であった。	2022-11-28
	54	[image: 上田の蚕種業の歴史]	上田の蚕種業の歴史	いつから始まったのか、上田の特徴を踏まえて蚕種業の歴史をとらえていきたいと思います。

江戸時代の末期から昭和にかけて、長野県の経済を支えたのが蚕糸業です。養蚕が盛んだった上田盆地は、千曲川とその支流が作る扇状地や河岸段丘が発達し、桑の栽培適地でした。また、年間降水量が1000㎜未満という気候は蚕の飼育に適しており長野県内でも上田盆地は春蚕の産地でした。また、松本盆地では夏秋蚕を中心として発展してきた地域であり、いつも対比されていました。こうした傾向は養蚕飼育技術が改良される明治末期まで続きました。	2022-11-22
	55	[image: 瀬戸内海]	瀬戸内海	2022/02/25

春休みに実家に帰るついでに中国・四国地方の旅行へ。

この時期、日記によると私はいろんな事に悩んでいたらしい。「将来どうしよう」「学校にやりがいを見出すことができない」など様々な不安を日記に書いていた。

そんな中、旅行中だけは不安なく過ごすことができていたため長旅に行く事に決めた。

不安から逃げるように行った旅行がマイサイトのネタになっている。それだけで不安と過ごした日々に価値を見いだせる気がする。	2022-11-18
	56	[image: 今治タオル]	今治タオル	2022/02/25

愛媛県今治市へ。
急にどこの紹介をしているんだと思われそうだが、日付を見てほしい。これから、投稿する写真は春休みに四国、中国地方を回った思い出。日付もバラバラだが、思い出しながら書いていく。

この今治タオルカフェは非常にシンプルなデザインで良い空間だった。ここでは、今治タオルを使用したヘアバンドを2つ購入。（母と妹に）
値段は2000円弱だった気がする。

今治タオルは説明不要かもしれないが今治タオル工業組合が製造するタオルのことで実は1つのメーカーというわけではない。認定されると今治タオルブランド認定され有名な赤・白・青のタグがつく。

ちなみに私の使っているタオルは今治タオルと佐賀県のタオル美術館のものである。2つとも吸水性が非常に高く肌触りもよい。おすすめ。	2022-11-18
	57	[image: 高山祭　【秋の八幡祭】]	高山祭　【秋の八幡祭】	2022/10/09

世界無形文化遺産「秋の高山祭」。
たまたま岐阜に行く用事があり
もしかして！
と思い調べて見ると高山祭の日と同じであったため向かった。

諏訪大社の御柱祭といい天神祭といい自分は祭りに縁があるなぁと思う。

高山祭は日本各地から大勢の人々が来ていた。
人が多く屋台が見えない人のためYouTubeでライブ配信も行われていた。しかし、高山祭を見に来ている人は年齢層も高くライブ配信が見れないという人も中には居た。

私は運良く見ることができた。
からくり奉納には非常に感動した。
春の山王祭も是非いきたい。	2022-11-05
	58	[image: 上田城]	上田城	上田市といえば上田城
紅葉が始まっていて綺麗でした。今年は紅葉の始まりが遅かったなと感じます。敷地内は広く日当たり良いところも日をよけれるとこも複数あるので散歩にちょうど良いです。また春は桜が咲き誇りとても綺麗になります。季節を感じることができる素晴らしい場所です。	2022-11-03
	59	[image: 春の河原]	春の河原	川と道の駅からの写真です。	2022-11-02
	60	[image: ３．cafe スケッチブック]	３．cafe スケッチブック	住所　〒386-1431 長野県上田市別所温泉１６６０

北向観音の参道にある地産地消のカフェ。
このカフェは、地元の食材や特産品を使用した日替わりランチが魅力のお店である。
私が訪れた日は、ハンバーグランチで、きのこやハンバーグに添えてある春菊、トマトなど、上田市産の食材からつくられていた。また、腸内環境を改善したり、血圧の上昇を抑えたりする効果のある「マコモ」からつくられたお茶も飲むことができ、上田を感じることができた。


今回、上田にある飲食店を訪れて感じたことは、まず上田にはさまざまなジャンルの飲食店があるということ。そして、上田市や長野県の食材が使用されたメニューがあるお店が多いということである。私はこのことから、上田市の飲食店に訪れた観光客は上田のことを知るきっかけにもなるの	2022-11-01
	61	[image: 上田探検　まちなか　上田城]	上田探検　まちなか　上田城	ここは上田城です。歴史の偉人、真田幸村を輩出した真田氏の城であり、周囲は散歩コースとなっており、春は桜、秋は紅葉を楽しめる。上田城内は昔使われていた道具が展示されており、当時の上田城を堪能することができる。	2022-10-31
	62	[image: 上田城　二の丸跡の歴史物② 東虎口櫓門]	上田城　二の丸跡の歴史物② 東虎口櫓門	天正11年（1583）真田昌幸によって築城された上田城は、第一次・第二次上田合戦で徳川軍を二度にわたり撃退した難攻不落の城。春は上田城千本桜まつり・秋には上田城紅葉まつりが行われ、現在は信州上田真田丸大河ドラマ館が併設しており、信州上田の主たる観光地として観光客でにぎわいます。
 https://nagano-ueda.gr.jp/uedajo/about.html

10月21日15時頃にフィールドワークしました。
　上田城跡に聳え立つ大きな門、この門はなんと、大河ドラマだけでなくサマーウォーズに出てくる門のモデルにもなってるそうです。徳川軍を二度も撃退したなんて、凄く頑丈なことがわかります。歴史的にも、見た目も話題性がとても高い歴史物だと感じました！！	2022-10-26
	63	[image: 上田城跡公園]	上田城跡公園	上田市1の観光スポット。真田昌幸が建て、徳川軍から2度も守った不落城である。春には千本桜まつりが開かれ大勢の人が訪れる。	2022-10-24
	64	[image: 矢出沢川遊歩道]	矢出沢川遊歩道	矢出沢川沿いに長く続く遊歩道。
隣の川には魚や水鳥も泳いでおり、春になると桜が道沿いに咲き、季節の訪れを感じさせてくれます。上田城ほどの量はありませんが、落ち着いた雰囲気を感じ取れます。	2022-10-22
	65	[image: 上田城千本桜まつり]	上田城千本桜まつり	上田市の春の名物、千本桜まつりに行った。
地元の浜松市では見られない山と桜のマッチングに感動した。	2022-10-13
	66	[image: 松島の海]	松島の海	私はこの春、宮城県から上田に来ました。
写真は夏休みに帰省した時に行った日本三景・松島で撮ったものです。
これから上田市や長野県の魅力的な場所やものをもっとたくさん知っていきたいです。よろしくお願いします！	2022-10-13
	67	[image: 長野県の蚕の歴史]	長野県の蚕の歴史	今回、私は、上田市と岡谷市の養蚕と製糸産業の歴史について調査をした。このテーマにしようと考えた理由は、上田市と岡谷市で蚕にまつわる歴史があったからだ。私の地元の岡谷市は、かつて製糸産業が盛んだった。そして、上田市は、「蚕都」と呼ばれるように、養蚕の地であった背景がある。養蚕と製糸という、蚕によって結びつけられたテーマを元に、今回は、調査結果を述べていく。
はじめに、上田市の養蚕についてだ。蚕種製造・養蚕は、寛文の時代 (1661~1673) に始まった。蚕の飼育をする上で、気候が適していたため、春に育成していたようだ。一方、岡谷市の製糸は、幕末から明治にかけて盛んになっていった。「近代国家」への転換のための、外貨の獲得に、岡谷市の製糸産業は大きな貢献をしたようだ。
上田市で、養蚕が盛んになっ	2022-08-05
	68	[image: 上田城付近の桜]	上田城付近の桜	今年の四月にとても綺麗だと聞いて撮ってきた桜です。屋台もあって、人で賑わっていました。	2022-05-10
	69	[image: 善光寺花回廊]	善光寺花回廊	長野市の春の風物詩である善光寺花回廊は、ＧＷ中に長野駅から善光寺に至る中央通り(善光寺表参道)で開催される花のイベントです。中央通りには色とりどりで様々な種類の花が並んでいましたが、個人的には水に花を浮かべた地上絵がとても綺麗で気に入りました。	2022-05-10
	70	[image: 小諸市 花川親水公園]	小諸市 花川親水公園	小諸市の旧北国街道付近に流れる川沿いにある公園。桜の木が多く、春は壮観。
新町という地域の三大桜名所のひとつであり、地域住民のコミュニティ活動の場にもなっている。
花川という名前は、名代(伝)が桜という小諸の民話に由来する。朝日がさせばその影が善光寺まで、夕日がさせば碓氷峠までとどき、その花びらが田んぼにたまって苗代の準備ができないほどの桜の大木が花川付近にあった、そこから名付けられたと伝わっている。	2022-05-10
	71	[image: 旧イトーヨーカドー]	旧イトーヨーカドー	(1～2枚目は2021年5月に、3～4枚目は2022年4月に撮影したもの)

かつてイトーヨーカドー長野店だった建物。
BF～5階まである大型の商業施設であり、食品売り場は勿論、衣服や玩具等の販売エリアや、ゲームセンターや映画館も存在していた。
私も小中高生の時に友人と訪れる機会が度々あり、5階に存在していたゲームセンターとレストランに足を運んだ記憶がある。

しかし、地元の人に惜しまれながらも、2020年6月に閉店が決定した。開業したのが1978年、実に42年間の営業であった。

2022年春に「綿半スーパーセンター権堂店」がオープン予定との事だが、現在はまだ改装の途中である。	2022-05-09
	72	[image: 飯山・雪に覆われている春のブナ原生林]	飯山・雪に覆われている春のブナ原生林	飯山市の戸狩を過ぎ、関田峠方面に向かってブナ林の山道を登りました。関田峠の手前で通行止め。そもそも除雪されておらず、その先には進めません。

春なのに残雪に覆われたブナ原生林の神々しく美しいこと。下界とは異次元の別世界です。

私も長野県内を各地見聞した中で最も印象的だった場所の一つが飯山のブナ林です。木々が芽吹く６月初旬ぐらいが一番美しい。さらに紅葉する秋もまた美しい。一般に観光地としてＰＲされていないこともあり、訪れる人はあまりいませんが、この美しさ、神々しさは他と比較しようがありません。	2022-05-05
	73	[image: 『朧月夜』と飯山]	『朧月夜』と飯山	飯山の菜の花公園に『朧月夜』の石碑があります。
髙野辰之作詞、岡野貞一作曲。Wikipediaによると『朧月夜』が音楽の教科書に載ったのは、1914年(大正3年)『尋常小学校第六学年』の検定教科書とのこと。高野辰之がこの辺りの菜の花畑の情景をモチーフにしたのではないかと推察されています。

髙野・岡野コンビによる唱歌はいくつもあります。『春が来た』『春の小川』『紅葉』『故郷』。地域や世代を超えて永遠に受け継がれる音楽遺産を私たちに残してくれました。	2022-05-05
	74	[image: 千曲川と近代文学①]	千曲川と近代文学①	近代の作家、島崎藤村は「千曲川旅情の歌」という詩を明治38年に発行された「落梅集」で初出している。
明治32年、小諸義塾の教師として信州・小諸に招かれ、小諸で6年間生活し、家庭を持った。
「千曲川旅情の歌」は「小諸なる古城のほとり」から始まる歌であり、長野での生活が藤村の歌に影響を与えていたことが分かった。


 『国立国会図書館デジタルコレクション』に、
『落梅集』が収録されている。	2022-02-15
	75	[image: 「私の地域探求」一覧(情報通信文化論2021成果物)]	「私の地域探求」一覧(情報通信文化論2021成果物)	★：マイテーマ　◆：探求者のマイサイトにリンク　【１】～【７】の地域は上田

【１】上田の歴史
★1「上田藩第6代藩主 松平忠固」(探求者：yo-to)
★2「上田の歴史（貿易、蚕糸業、金融）」(探求者：じょうじ)
◆3「明治の上田での生活」(探求者：Ｔ)
★4「戦時中の暮らしについて」(探求者：みるくた	2022-02-13
	76	[image: 万葉集と千曲川②]	万葉集と千曲川②	千曲(ちぐま)なに　浮き居(を)る舟の 漕ぎ出なば
　　　　　 逢ふことかたし 今日(けふ)にしあらずは
作者：不明

意味：あの岸辺に浮いている舟が漕ぎ出して行ってしまったらもう二度とあの方にお逢いできないでしょう。せめて今日だけでもお逢いしなくては。

私の考察
千曲川の岸辺に停まっている船に乗った想い人。船が出てしまったら、もう逢うことができないと思った作者がせめて今日だけでもと逢いにいく様子が読み取れる。	2022-01-27
	77	[image: 万葉集と千曲川①]	万葉集と千曲川①	信濃なる　千曲の川の　さざれ石(し)も　君し踏みてば　　　玉と拾はむ

作者：不明

意味: 信濃の千曲川の小石でさえ、あなたが踏まれた石ならば、玉と思って拾います。

私の考察
この歌は恋の歌だと思います。
好きな人が触れた石を大切に拾い上げる乙女心が読み取れます。	2022-01-27
	78	[image: 尾澤木彫美術館]	尾澤木彫美術館	そんな農民美術品を実際に見たり、購入できる美術館があります。それは信濃国分寺駅近くにある尾澤木彫美術館です。実際に新潟の山中にあった古民家を洋風にリフォームして活用した外観がとても素敵でした。その中には多くの農民美術が飾られています。ここは農民美術の先駆者出会った山本さんと共にいた尾形千春さんとそのご子息である尾澤敏春さんの木彫り作品などが貯蔵されています。	2022-01-25
	79	[image: 上田の蚕種業]	上田の蚕種業	【上田の養蚕業】
江戸の末期から昭和にかけ、全国一の養蚕地帯でった長野県。特に上田地方は千曲川から広がる桑の栽培に適した地形と降水量の少ない養蚕に適した気候、そして蚕種の改良から日本一の蚕種製造地帯であった。中でも上田盆地は春蚕の生産地であり、松本盆地の夏秋蚕と対比されていた歴史がある。

【上田の蚕種の歴史】

-蚕種の始まり-
長野県では上田地方がいち早く、藤本善右衛門家によって1661年～1673年に蚕種製造がはじめらた。
上田地方の蚕種製造は
①奥州産蚕種を仕入れ販売（仕入種）
②奥州へ出向き蚕種製造（手作種）
③自家製造（地種）
と順を追って成長し全国に販路を広げていく。


-蚕種製造が盛んになった背景-
① 江戸時代、経済が発達による養蚕業や織物業の奨励
② 蚕種・養蚕・製糸の分業化
この	2021-12-22
	80	[image: 千曲川の歴史]	千曲川の歴史	日本一の長さを誇る信濃川の上流を流れる千曲川。
川はいつの時代も人々の暮らしに恩恵を与えます。
しかし、一方で洪水や決壊によって猛威を振るうということが2019年の台風19号による災害で分かりました。
そこで、先人たちはどのようにして千曲川と関わってきたのか関係資料を中心に調べていきたいと思います。	2021-12-21
	81	[image: 北国街道柳町]	北国街道柳町	石畳が敷かれた古き良き街並みが魅力の柳町。名前の通り柳の木が生えており、春になれば見事なしだれ柳を楽しむことができます。上田の名物グルメのお店が集まるグルメスポットとしても注目されています。	2021-12-21
	82	[image: 家庭メモ（『西塩田時報』第73号（1953年10月5日）4頁]	家庭メモ（『西塩田時報』第73号（1953年10月5日）4頁	当時の法務省民事局参事官平賀健太氏が講義を行った「戸籍」についての記事である。

戸籍の話から住民票や選挙権、戦没者の身分証明に至るまで、戸籍の重要性を講義している。

戸籍の届け出が正確ではなかった当時の様子がうかがえる内容である。

▼この記事は以下から参照できます。
#318 『西塩田時報』第73号(1929年12月1日)4頁	2021-12-15
	83	[image: 戸籍の話（『西塩田時報』第73号（1953年10月5日）4頁]	戸籍の話（『西塩田時報』第73号（1953年10月5日）4頁	当時の法務省民事局参事官平賀健太氏が講義を行った「戸籍」についての記事である。

戸籍の話から住民票や選挙権、戦没者の身分証明に至るまで、戸籍の重要性を講義している。

戸籍の届け出が正確ではなかった当時の様子がうかがえる内容である。

▼この記事は以下から参照できます。
#318 『西塩田時報』第73号(1929年12月1日)4頁	2021-12-15
	84	[image: リンゴの凍霜害]	リンゴの凍霜害	今春、リンゴの花が咲いていた時期に霜が降り「凍霜害」という気象災害があった。農家の方によれば、40年リンゴ農家してきた中でもあまり経験のないようなものであったそう。
   
リンゴの凍霜害とは、夜の急激な温度低下によって、花が凍るなどして枯れてしまうものであり、その後の実の成りに影響が生じ収穫量が減少してしまうなどの被害がでる気象災害である。	2021-10-15
	85	[image: 野尻湖]	野尻湖	野尻湖付近にある展望台からの1枚です。
夕方には夕焼けもきれいに撮ることができるそうです。
野尻湖では、アヒルボートや手こぎボートに乗ることもできます。	2021-11-30
	86	[image: 駒形社跡]	駒形社跡	駒形社があった場所。上信越自動車道開通に伴い、八満弓神社境内に移設されている。（参照　駒形社（八満弓神社境内））

 

 

碑文　駒形社跡

裏面

小諸市大字八満字駒形に

鎮座していた駒形社 は創建

年代は詳らかではないが塩野の

の牧の西方の駒形として奉齋

されたと伝えらている

現在の祠は貞享元年の再建で

ある

此の度上信越自動車道開通

に伴い当初八満弓神社境内

に遷し奉り跡地に石碑を

建立してその名を留めるものなり

　平成六年十二月吉日

 

宮司　金井重忠

筆頭　池田二郎

総代　美齊津卓雄

　　　依田　進

　　　田中三雄

　　　小山春男

　　　美齊津幸一	2021-11-18
	87	[image: どうして｢地域資源｣で｢遊ぶ｣の？]	どうして｢地域資源｣で｢遊ぶ｣の？	こんにちわ！
突然ですが、急に投稿をしだして｢じゃあ地域のゲーム作ります！遊びませんか！？｣って言い出してる人どう思いますか？
｢何やってるんだろう？｣
｢何のためにやってるんだろう？｣
って思いません？

では逆に、｢地域について知って欲しいので講義します！｣
って言ってる人はどう思いますか？

興味が無い人からしたら｢講義｣とかなんて言われたら近寄りがたい印象を持っちゃいますよね
僕も正直近寄りがたいって思ってた側の人間でした。

中学辺りから地域について興味は持ってたんですけど、ごりごりにやり始めたのは高校1年の夏からだったんですよね

サステイナビリティについての研修だったりで色んな大学にお邪魔したな～

そんな感じでやってて、ふと思ったんですよ。

｢これ自分が興味あるだけだか	2021-11-16
	88	[image: 上田城跡公園]	上田城跡公園	上田城の跡を核とした公園。春夏秋冬、季節の花が咲く。地元の人だけではなく、観光客も多く訪れる場所だ。広々とした公園で、ゆったりと過ごすことができる。追いかけっこをする子供、ベンチで談笑する人、写真を撮る人、歴史を楽しむ人、ジョギングする人…みんな自分なりの楽しみ方をしているのが、のびのびとしていていいなと思った。	2021-11-15
	89	[image: 調べて出てこない場所でも名前があるところ以上の価値がある場所も存在する]	調べて出てこない場所でも名前があるところ以上の価値がある場所も存在する	3つ連続で同じ時系列の投稿にはなるんですけどまたまたタタラ塚古墳に向かう途中の話です

ホントに特に何か施設があるわけでもなく民家しかない坂でした。上りがけっこうきつかったので自転車を降りて歩いて上っててさすがに疲れたなーと思って立ち止まりました。それでなんか予感がして後ろをふと振り返ったらこんな景色が広がってるじゃないですか！
こりゃ撮るしかねえなああ！

そんな感じで撮ったんですけどもう1週間早かったら真っ赤じゃなくてもうちょい色々な色のコントラストが広がってて惜しいことしたなーみたいな感じになったとはいえ、まあ綺麗ですよね
来年のリベンジに期待ですね！(リベンジすること多いな笑)

ここをゲームで使うとしたらイベントカードとして味方の士気を上げるみたいな感じで春夏秋冬バージョン	2021-11-12
	90	[image: フィールドワーク]	フィールドワーク	このフィールドワークの狙いは「上田の歴史に触れてみる」です。

この春上田に来て、まだ詳しくこの地域について理解が深められていません。

そこで上田は昔はどんなことをしていて、なにがあったのかというのを町や博物館などを訪問し、記録に残していきたいと思います。	2021-10-27
	91	[image: 人物19 山田維則]	人物19 山田維則	維則は上田藩士。（略）
あすよりは春をむかふるいとなみに軒の松葉の雪や拂はん

『上田市史・下巻(1940)』1209～1210頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	92	[image: 戸隠神社]	戸隠神社	急峻な山容と、裾野を潤す豊かな水が、
古くから農耕民に仰がれ、
水をつかさどる神・九頭龍が棲む所とあがめられていた戸隠山。
鎌倉時代の仏書「阿娑縛抄（あさばしょう）」には、
８４９年、戸隠山を開山した行者・学問が窟の中で祈念して
九頭一尾の龍が現れたことが記されています。
その後は、多くの修験者が入り、
信仰と修験者のメッカとして栄えた神域・戸隠。
その名残は今も、戸隠古道や戸隠神社、宿坊にみられ、
毎年春から秋にかけて全国から講仲間が大勢この地を訪れ、
代々継がれてきた御神楽、祭りの数々が献奏されます。

戸隠奥社	2021-05-16
	93	[image: 下半過　大慈(いつくしみ)の湯]	下半過　大慈(いつくしみ)の湯	下半過　大慈(いつくしみ)の湯は上田-坂城バイパスから旧道へ抜け、下半過の農道を進むと見えてくる鉱泉湧出です。

この湯は、観世音菩薩藩の大慈大の誓いが世に現れたものとされ、近隣住民などからは大慈の湯、ないし下湯と呼ばれています。

泉温が1999年時点では24.8℃、ｐH7.2、蒸発残留物量は0.2g程度の冷鉱泉です。

総硫黄としては硫黄泉の定義には足りていませんが、源泉周囲では硫化水素があり、非常に薄い硫黄泉であるとも考えられます。

2020年春ごろまでは源泉付近に案内板が建てられ、温泉スタンドとして観光客や遠方の人々に開放されていましたが、2020年の夏～冬ごろに発生した土砂崩れの影響で源泉の湧出が停止し、看板も撤去され実質的に廃湯となっているようです。

近辺にあるびんぐし湯さん館とは泉質が近いようです	2021-05-07
	94	[image: 上田城跡公園　さくら]	上田城跡公園　さくら	2021年の桜です。
ライトアップされており、とても綺麗です。	2021-05-06
	95	[image: 信夫山（福島県）]	信夫山（福島県）	　信夫山（しのぶやま）は、春にはお花見ができたり、公園で飲食が可能だったりと地域の人々に多く利用されてきました。小学生の時は遠足に行き、高校生の時は部活の新入生歓迎会でお花見に行きました。
　あまり知られていませんが、スタジオジブリ「となりのトトロ」の主題歌「さんぽ」の歌詞は、作詞家の中川李枝子さんが、幼少期阿武隈川や信夫山を遊び回った経験を元につくられています。このエピソードを知ったうえで信夫山に足を踏み入れると、「となりのトトロ」の世界を感じられるかもしれません。	2021-05-05
	96	[image: 上杉神社]	上杉神社	上杉神社は戦国最強の武将と語り継がれている上杉謙信を祭神として米沢城本丸跡に建立されました。上杉謙信にあやかって開運招福や諸願成就、さらには学業成就や商売繁盛のご利益もあるとされるパワースポットです。春には米沢上杉祭り、冬には上杉雪灯篭祭りが行われます。	2021-05-05
	97	[image: 夜の眞田神社と夜桜]	夜の眞田神社と夜桜	夜の眞田神社で撮影した夜桜の写真。参道に覆いかぶさるように開花している桜がきれいで印象的。	2021-05-05
	98	[image: 岩国の象徴・錦帯橋]	岩国の象徴・錦帯橋	こちらは山口県岩国市の象徴である「錦帯橋」です。
日本三大名橋のひとつです。
今はただの橋になってしまいましたが、昔は岩国城に敵が攻め込もうとした際に道をふさげるように、板を一本抜くとすべて崩れるようになっていたそうです。	2021-05-05
	99	[image: 自然豊かな公園、梅林公園]	自然豊かな公園、梅林公園	春は梅が、夏には紫陽花が咲く美しい公園。年中花が咲いており、多くの人が訪れる。	2021-05-05
	100	[image: 臥竜公園]	臥竜公園	須坂駅から東の方向へ登っていくと臥竜公園はある。
ご存知の通り桜の名所に選ばれるほど、春には多くの桜が咲く。
公園内には動物園もあることから家族連れで賑わい、須坂市の観光スポットとなっており、春にかかわらず年中楽しめる場所である。
写真の滝は公園内にあり、どうやらパラースポットのようだ。	2021-05-04
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